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■平成19年度市政執行方針と予算 

一
般
会
計
予
算
総
額  
１
８
６
億
８
５
９
６
万
９
千
円 

平
成
19
年
度
予
算 

新
名
寄
市
総
合
計
画
始
動 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り 

　
平
成
19
年
度
予
算
は
、
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
地

方
分
権
が
進
む
中
、
合
併
の
選
択
だ
け
で
は
増
え
続
け
る
収
支
不

足
を
解
消
で
き
ず
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
改
修
を
含
め
た
新

た
な
財
政
負
担
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
と
地

域
・
住
民
の
役
割
と
の
調
整
を
図
り
、
過
大
な
負
の
遺
産
を
次
の

世
代
に
残
す
こ
と
な
く
、
年
度
間
、
世
代
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

適
切
な
事
業
選
択
と
公
債
管
理
の
上
に
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
「
挑
戦
者
の
志
」
を
持
っ
て
大
胆
な
発
想
の
転
換
を
行
い
、

新
し
い
名
寄
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
協
働
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

各会計予算総括表 

国民健康保険【保険事業】

国民健康保険【直診】 

老 人 保 健 事 業  

介護保険【保険事業】 

介護保険【サービス事業･名寄】

介護保険【サービス事業･風連】

下 水 道 事 業  

個別排水処理施設整備事業 

簡 易 水 道 事 業  

公 設 地 方 卸 売 市 場  

食 肉 セ ン タ ー 事 業  

一 　 般 　 会 　 計  

区 　 　 分  予 算 額  

186億8,596万9千円 

33億4,267万    円   

1億1,369万5千円 

32億8,627万4千円 

18億9,855万9千円 

6億3,879万5千円 

4億3,232万2千円 

17億8,723万7千円      

8,422万8千円     

4,580万    円    

3,627万2千円     

2,651万6千円 

116億9,236万8千円

303億7,833万7千円  

86億8,067万8千円 

9億1,751万1千円 

399億7,652万6千円 

小　　　　計 

一般会計＋特別会計 

企業 

会計 

病院事業会計 

水道事業会計 

総　　　計 

風 連 特 例 区 予 算  7,040万6千円 

一般会計歳入予算のうち、 

市税を市民一人あたりに換 

算すると、９８，８０５円 

となります。 

市税の内訳 

特
　  

別
　  

会  

　
計 

軽自動車税　42,013　1.3％ 

市たばこ税　248,066　8.0％ 

都市計画税　164,955　5.3％ 

その他　　２　　0.0％ 

固定資産税　1,109,165 
　　　　　　　35.7％ 

市民税　1,544,394　49.7％ 

一般会計歳入 
186億8,596万9千円 

国庫支出金 
1,393,854 7.5％ 

単位：千円 

市　税 

3,108,595

16.6％ 

市　債 

1,893,500

10.1％ 

その他 

2,397,111

12.9％ 諸収入 

1,220,595
6.5％ 

地方交付税 

7,885,000

42.2％ 

市の財源不足に対して 
国から交付されるお金 

市が長期 
間借り入 
れるお金 

主に市が貸 
したお金の 
返済金 

道支出金 
787,314
4.2％ 

広報なよろ第13号　２ 

単位：千円 



市の財政は一般会計、特別会計、企業会計からなっており、土木費や教育費など 
行政運営の基本となる会計のことをいいます。 

特定の事業やサービスを提供するために、利用者からの保険料や使用料などを財 
源として事業を運営するために設けられた会計のことをいいます。 

自ら事業を行い、その事業で得た財源で運営する、民間企業と同様の経理をする 
会計のことをいいます。 

一般会計とは 

特別会計とは 

企業会計とは 

■平成19年度市政執行方針と予算 

主なものは次のとおり。 

一般会計歳出予算を市民一人あたりに換算すると、59万3,922円（平成19年 
１月末現在の住民基本台帳人口３万1,462人による） 

公債費とは、市の 
借入金返済のため 
に使われるお金で、 
一般会計歳出予算 
全体の14.1％を占 
めています。 

公債費  83,767円 

農林業費  27,887円 教育費  69,182円 民生費  114,350円 

商工費  39,902円 土木費  39,471円 衛生費  71,354円 

単位：千円 

一般会計歳出 
186億8,596万9千円 

目的別 

総務費 

1,579,856
8.5％ 

民生費 

3,597,690
19.3％ 

衛生費 

2,244,925

商工費 

1,255,391

12.0％ 

教育費 

2,176,589
11.6％ 

公債費 

2,635,466
14.1％ 

職員費 

2,235,327
12.0％ 

農林業費 

877,367
4.7％ 

6.7％ 

土木費 

1,241,834

6.6％ 

その他 
34,590 0.2％ 

議会費 
168,570 0.9％ 

労働費 
53,769 0.3％ 

消防費 
84,595 3.1％ 

性質別 

人件費 
3,862,615 20.7％ 

扶助費 
1,607,297 8.6％ 

公債費 
2,635,366 14.1％ 

普通建設事業費 
1,930,315 10.3％ 

物件費 
2,047,907 11.0％ 

補助費等 
2,405,386 12.9％ 

繰出金 
2,008,762 10.7％ 

その他 
2,188,320 11.7％ 

市民一人当たりの歳出額（一般会計目的別歳出） 

一般会計　　　　歳出 

３　平成19年４月号 

単位：千円 



■平成19年度市政執行方針と予算 

市政推進の基本的な考え方 
～平成19年度市政執行方針から～ 

　
昨
年
３
月
27
日
に
新
し
い
名
寄
市
が
誕

生
し
て
以
来
、
合
併
に
伴
う
当
面
す
る
諸

課
題
に
つ
い
て
そ
の
解
決
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
さ
ら
に

一
歩
前
進
し
て
「
知
性
と
感
性
を
み
が
き
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
と
薫
り
高
い
文
化
を
育

み
、
希
望
に
輝
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動

の
円
滑
な
推
進
を
図
り
、
市
民
の
期
待
と

信
頼
に
応
え
る
大
切
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
昨
年
の
12
月
に
教
育
基
本
法

が
改
定
さ
れ
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
教
育
は
、
昭
和
22
年
に
制
定
さ
れ
た

旧
教
育
基
本
法
の
も
と
で
、
国
民
の
教
育

水
準
を
向
上
さ
せ
、
社
会
経
済
の
発
展
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
定

以
来
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
時
代
の

教
育
理
念
が
明
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
去
る
１
月
24
日
に
は
、
政

府
の
教
育
再
生
会
議
が
、
ゆ
と
り
見
直
し

や
い
じ
め
対
策
、
教
育
委
員
会
制
度
の
改

革
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
第
１
次
報
告
を

　
三
点
目
は
「
活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
定
を
図
り
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
や

製
造
業
等
が
元
気
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
確

保
や
産
学
官
を
は
じ
め
と
す
る
連
携
を
促
進

し
、
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
、
人
材
の
育

成
や
産
業
の
付
加
価
値
化
と
農
産
物
等
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
二
点
目
は
「
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
新
総
合
計
画
を
効
率
的･

効
果
的
に
達
成

す
る
た
め
に
は
、
財
源
確
保
や
組
織
機
構
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
合
併
前
の
両
市
町
で
積
み
重
ね
て
き
た
努

力
を
引
き
継
ぎ
、
数
値
目
標
を
掲
げ
た
「
新

・
名
寄
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
職
員
研
修
等
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
政
執
行
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
は
、
多
く
の
市
民
の
参
画
に

よ
り
策
定
さ
れ
た
新
し
い
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　
計
画
に
掲
げ
た
具
体
的
な
目
標
を
実
現
す

る
た
め
、
実
施
計
画
を
基
本
と
し
て
各
種
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
直
面
す
る
問
題

解
決
に
向
け
て
、
次
の
三
点
の
政
策
に
重
点

を
お
い
て
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
一
点
目
は
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
つ

い
て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
に
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
醸
成
や
地
域
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
市
民
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

市
民
活
動
団
体
な
ど
と
行
政
と
が
、
互
い
に

連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
憲
章
の
制
定
に
つ
き
ま
し
て

は
「
市
民
憲
章
検
討
委
員
会
」
か
ら
答
申
を

得
ま
し
た
の
で
、
今
定
例
会
に
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
市
民
憲
章
が
で
き

る
だ
け
早
く
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
さ
れ
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
推
進

運
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

知
性
と
感
性
を
み
が
き
、 

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
と
薫
り
高
い 

文
化
を
育
み
、
希
望
に
輝
く
ま 

ち
を
つ
く
り
ま
す
。 

教
育
行
政
執
行
方
針
か
ら 

行
財
政
改
革
の
推
進 

活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興 

市
民
と
行
政
と
の
協
働 

市
民
と
行
政
と
の
協
働 

行
財
政
改
革
の
推
進 

活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興 
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■平成19年度市政執行方針と予算 

平成19年度の予算編成 

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

関
連
す
る
法
案
の
推
移
や
世
論
構
成
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
見
極
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
昨

年
10
月
に
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
が
め
ざ
す

教
育
の
理
念
や
方
向
性
を
明
確
に
し
、
本

道
教
育
を
計
画
的
、
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
北
海
道
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

概
ね
10
年
間
を
想
定
し
た
教
育
長
期
総
合

計
画
の
基
本
理
念
を
示
す
も
の
で
、
「
社

会
で
生
き
る
実
践
的
な
力
の
育
成
」
「
豊

か
な
心
と
す
こ
や
か
な
体
の
育
成
」
「
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
」
な
ど
５

つ
の
基
本
目
標
か
ら
な
っ
て
お
り
、
今
後

の
具
体
的
方
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
そ
の
動
き
を
把
握
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
名
寄
市
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
度
以

降
の
新
し
い
名
寄
市
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
教
育
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
の
整

合
性
を
図
り
、
「
心
の
合
併
」
を
目
指
し

て
市
民
と
共
に
歩
む
教
育
の
推
進
に
努
め

な
が
ら
、
名
寄
市
に
お
け
る
教
育
の
諸
課

題
解
決
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

国
と
名
寄
市
の
予
算
編
成 

　
国
の
予
算
は
、
平
成
23
年
度
に
国
と
地
方

の
基
礎
的
財
政
収
支
を
確
実
に
黒
字
化
す
る

と
と
も
に
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
を

一
層
推
進
し
、
活
力
に
満
ち
た
オ
ー
プ
ン
経

済
社
会
の
構
築
及
び
健
全
で
安
心
で
き
る
社

会
の
実
現
を
図
る
べ
く
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て
は

世
界
経
済
の
着
実
な
回
復
が
続
く
中
、
企
業

部
門
、
家
計
部
門
と
も
に
改
善
が
続
き
、
改

革
の
加
速
化
に
よ
り
自
律
的
・
持
続
的
な
経

済
成
長
が
期
待
さ
れ
、
国
内
総
生
産
の
実
質

成
長
率
は
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
地
方
財
政
対
策
で
は
、
新
型
交
付
税
が
導

入
さ
れ
、
併
せ
て
地
方
財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め
、
交
付
税
特
別
会
計
の
新
規
借
入
を

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
償
還
が
始

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
15
兆
２
０
０
０
億
円
と

前
年
度
比
４
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
、
７
０
０
０

億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方

交
付
税
の
法
定
率
分
を
堅
持
し
た
上
で
地
方

一
般
財
源
総
額
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
名
寄
市
の
平
成
19
年
度
の
各
会
計
予
算
案

は
、
市
民
及
び
職
員
の
融
和
促
進
と
均
衡
あ

る
発
展
を
基
本
に
地
域
経
済
・
雇
用
に
も
配

慮
し
、
道
の
駅
整
備
事
業
、
戸
籍
電
算
化
事

業
、
市
立
総
合
病
院
整
備
事
業
、
風
連
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

助
成
事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
総
合
計
画
に

基
づ
き
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
案
は
１
８
６
億
８
５
９
６

万
９
千
円
で
、
合
併
特
例
振
興
基
金
造
成
債

を
当
初
予
算
に
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
比
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
２
億
８
０
７
５

万
３
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
つ
の
特
別
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比

６
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
１
１
６
億
９
２
３

６
万
８
千
円
、
企
業
会
計
予
算
案
は
、
前
年

度
比
９
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
95
億
９
８
１

８
万
９
千
円
、
全
会
計
の
総
額
で
は
、
前
年

度
比
４
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
３
９
９
億
７

６
５
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
風
連
町
特
例
区
予
算
案
は
、
前
年

度
比
９
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
７
０
４
０
万

６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
地
方

分
権
が
進
む
中
で
は
、
合
併
を
選
択
し
た
だ

け
で
は
増
え
続
け
る
収
支
不
足
を
簡
単
に
は

解
消
で
き
ず
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
改

修
を
含
め
た
新
た
な
財
政
負
担
が
顕
在
化
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
に
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
範
囲
と
地
域
・
住
民
の
役
割
と
の

調
整
を
図
り
、
過
大
な
負
の
遺
産
を
若
い
世

代
に
残
す
こ
と
な
く
、
年
度
間
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
、
適
切
な
事
業
選
択
と
公
債
管
理
の

上
に
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
「
挑
戦
者

の
志
」
を
持
っ
て
大
胆
な
発
想
の
転
換
を
行

い
、
新
し
い
名
寄
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民

と
協
働
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５　平成19年４月号 



■平成19年度市政執行方針と予算 

広報なよろ第13号　６ 

　
市
民
及
び
職
員
の
融
和
促
進
と
均
衡
あ
る
発
展
を
基
本
に
地
域
経
済

・
雇
用
に
も
配
慮
し
た
事
業
を
盛
り
込
み
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
５

本
を
柱
に
編
成
さ
れ
た
、
新
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
で
示

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
ご
と
に
分
類
し
て
、
主
な
事
業
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
戸
籍
電
算
化
事
業 

【
５
０
０
０
万
円
】 

　
戸
籍
を
電
子
化
す
る
た
め
の
機
器
、

ソ
フ
ト
の
導
入
経
費
で
す
。
平
成
21

年
度
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。 

○
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
策
定 

事
業
　
【
20
万
円
】 

　
市
民
自
治
を
基
本
に
、
市
民
参
加

や
行
政
運
営
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
条

例
を
制
定
し
ま
す
。 

○
北
国
雪
国
ふ
る
さ
と
交
流
館
整
備

事
業
【
２
１
０
０
万
円
】 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
の
た

め
に
改
築
す
る
旧
西
田
邸
の
外
構
工

事
。 

○
移
住
促
進
事
業
【
29
万
円
】 

　
短
期
移
住
体
験
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
制
作

な
ど
、
移
住
促
進
に
取
り
組
む
経
費

で
す
。 

　
市
民
自
治
、
地
域
主
権
の
理

念
の
も
と
、
市
民
と
行
政
が
協

働
す
る
地
域
自
治
組
織
を
創
設

し
、
自
立
す
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。 

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
【
５
６
０
９
万
円
】 

　
本
所（
名
寄
庁
舎
）、サ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
風
連
庁
舎
）
を
設
置
し
、
高
齢
者

の
健
康
保
持
、
生
活
安
定
の
た
め
に

包
括
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。 

○
病
院
医
療
機
器
整
備
事
業 

【
１
億
６
３
７
０
万
円
】 

　
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
の

た
め
に
、
市
立
総
合
病
院
、
東
病
院

の
医
療
機
器
を
整
備
し
ま
す
。 

○
認
定
子
ど
も
園
促
進
事
業 

【
９
万
円
】 

　
少
子
化
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い

形
の
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
る
た
め
の
準
備
経
費
で
す
。 

○
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業 

【
１
７
０
９
万
円
】 

　
地
域
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

た
め
の
経
費
な
ど
。 

　
人
と
人
と
が
支
え
合
い
、
健

や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
輝
い
て
い

ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 

○
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
事
業 

【
30
万
円
】 

　
障
害
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
、

第
２
期
障
害
者
福
祉
計
画
を
平
成
19

年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。 

○
市
立
総
合
病
院
施
設
整
備
事
業 

【
５
億
７
６
１
４
万
円
】 

　
道
北
第
３
次
医
療
圏
の
地
方
セ
ン

タ
ー
病
院
と
し
て
、
保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
推
進
の
た
め
の
市
立
総
合

病
院
増
改
築（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
増
設
棟
、救
急

棟
ほ
か
、
実
施
設
計
等
）
し
ま
す
。

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

（市民参画・健全財政） 

（保健・医療・福祉） 

主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 



■平成19年度市政執行方針と予算 

７　平成19年４月号 

○
北
７
丁
目
道
路
改
良
交
付
金
事
業

【
１
億
５
万
円
】 

　
市
立
大
学
周
辺
の
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。
改
良
延
長
＝
４
０
０
ｍ  

幅
＝
６
・
０
ｍ
＋
３
・
０
ｍ
　
照
明

灯
６
基 

。  
 

《
新
規
道
路
整
備
事
業
》 

 

○
東
３
号
歩
道
補
修
事
業 

【
１
８
３
６
万
円
】 

○
豊
栄
地
区
道
路
排
水
整
備
事
業 

【
１
０
０
０
万
円
】 

 

《
道
路
整
備
継
続
事
業
》 

 

○
東
風
連
線
道
路
交
付
金
事
業 

【
４
４
１
３
万
円
】 

○
19
線
道
路
舗
装
新
設
事
業 

【
５
０
０
２
万
円
】 

○
菊
山
線
道
路
改
良
舗
装
事
業 

【
１
２
３
５
万
円
】 

○
徳
田
２
号
線
道
路
改
良
新
設
事
業

【
３
５
０
５
万
円
】 

○
緑
丘
第
２
団
地
通
道
路
改
良
事
業

【
４
０
０
５
万
円
】 

○
市
道
除
排
雪
事
業 

【
３
億
６
９
万
円
】 

○
市
道
除
排
雪
事
業 

【
３
億
69
万
円
】 

　
総
合
的
な
雪
対
策
と
し
て
、
名
寄

地
区
、
風
連
地
区
そ
れ
ぞ
れ
別
方
式

で
除
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。 

○
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業 

【
２
６
６
５
万
円
】 

　
農
村
部
の
居
住
環
境
向
上
の
た
め

に
名
寄
地
区
８
基
、
風
連
地
区
６
基

ほ
か
16
基
の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

（市民参画・健全財政） 

○
風
連
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業 

【
１
億
８
６
８
４
万
円
】 

　
風
連
地
区
の
中
心
市
街
地
を
活
性

化
す
る
た
め
、
本
町
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
市
街
地
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。 

○
消
防
広
報
自
動
車
購
入 

【
５
３
９
万
円
】 

　
消
防
・
救
急
の
充
実
の
た
め
に
、

名
寄
消
防
署
に
配
置
す
る
広
報
自
動

車
を
購
入
し
ま
す
。 　豊かな緑を大切にし、自然と

調和した快適な生活環境を確保
し、未来へとつなぐまちを目指
します。 

○
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
【
３
９
０
万
円
】 

　
資
源
回
収
の
奨
励
助
成
、
堆
肥
化

容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）購
入
助
成
、段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ご
み
の
資
源
化
・
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。 

○
防
災
会
議
・
訓
練
等
事
業 

【
１
３
３
万
円
】 

　
防
災
対
策
の
充
実
の
た
め
に
、
地

域
防
災
計
画
を
策
定
、
防
災
訓
練
を

行
い
ま
す
。 

○
公
営
住
宅
整
備
事
業 

【
１
億
３
０
９
１
万
円
】 

　
快
適
な
生
活
環
境
の
充
実
の
た
め

に
、
風
連
地
区
西
町
団
地
で
３
棟
６

戸
を
整
備
（
全
体
で
は
平
成
21
年
度

ま
で
に
20
棟
40
戸
、
解
体
工
事
は
本

年
度
12
戸
）
し
ま
す
。
名
寄
地
区
北

斗
・
新
北
斗
団
地
で
は
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。 

○
白
か
ば
団
地
屋
根
張
替
工
事 

【
５
０
４
万
円
】 

○
新
北
栄
団
地
屋
根
張
替
工
事 

【
４
４
８
万
円
】 

○
栄
町
55
団
地
ガ
ス
管
取
替
え
工
事 

【
３
９
０
万
円
】 

○
公
共
下
水
道
整
備
事
業 

【
５
億
７
５
０
０
万
円
】 

　
汚
水
が
河
川
に
流
出
す
る
汚
濁
防

止
対
策
と
し
て
、
滞
水
池
土
木
建
築

工
事
の
合
流
改
善
事
業
と
、
処
理
場

の
電
気
施
設
中
央
監
視
設
備
と
運
転

操
作
設
備
を
更
新
し
ま
す
。 

自然と環境にやさしく 

快適で安全なまちづくり 

（生活環境・都市基盤） 
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広報なよろ第13号　８ 

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事
業

【
１
０
０
０
万
円
】 

　
住
宅
の
改
修
工
事
等
に
係
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

住
宅
の
改
修
を
促
進
し
、
快
適
な

住
環
境
の
整
備
と
市
内
建
設
事
業

者
の
振
興
、
雇
用
の
安
定
を
図
り

ま
す
。 

　
１
０
０
万
円
以
上
の
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
に
対
し
て
定
額
20
万
円
を

助
成
。
（
平
成
21
年
度
ま
で
） 

○
農
業
青
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業 

【
３
０
０
万
円
】 

　
農
家
子
弟
の
自
立
し
た
取
り
組
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
に
対
し
支

援
し
ま
す
。 

○
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
整
備
事
業 

【
５
４
７
万
円
】 

　
第
一
リ
フ
ト
減
速
機
オ
ー
バ
ー
ホ

ー
ル
工
事
、
第
四
ロ
マ
ン
ス
リ
フ
ト

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
工
事
を
行
い
、
安

全
で
安
心
し
て
楽
し
め
る
施
設
を
目

指
し
ま
す
。 

　地域の特性を生かしながら産業間
連携を進め、自立的に発展する活力
あるまちを目指します。 

創
造
力
と
活
力
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
（
産
業
振
興
） 

○
道
の
駅
整
備
事
業 

【
４
億
９
８
７
９
万
円
】 

　
風
連
地
区
に
お
け
る
道
の
駅
新
設

工
事
費
４
億
７
３
５
０
万
円
、
備
品

購
入
費
１
０
０
０
万
円
な
ど
。
７
月

に
着
工
し
、
平
成
20
年
２
月
竣
工
予

定
。
平
成
20
年
４
月
末
日
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交

付
金
【
１
億
８
６
１
万
円
】 

　
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
農
業
活
動

と
、
農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機

能
が
発
揮
で
き
る
有
効
な
取
り
組
み

の
た
め
に
、
各
地
域
の
集
落
協
定
を

尊
重
し
、
集
落
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
ま
す
。 

○
農
地･

水･

環
境
保
全
向
上
対
策
共

同
活
動
支
援
事
業 

【
１
１
４
５
万
円
】 

　
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
多
面
的

な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
農
村
地

域
の
活
動
組
織
に
対
し
て
共
同
活
動

を
支
援
す
る
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。 

○
自
治
組
織
推
進
事
業
（
行
政
区
制
度
の
存
続
）
　
　
４
７
０
万
円

○
自
治
活
動
推
進
事
業
（
地
域
事
業
へ
の
支
援
）
　
　
　
　
66
万
円 

○
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

○
利
雪
克
雪
事
業（
市
街
地
国
道
道
道
の
除
排
雪
補
助
金
）６
２
０
万
円 

○
定
住
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
８
万
円 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
活
性
化
事
業
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
５
万
円 

○
都
市
交
流
事
業
（
東
京
都
杉
並
区
と
の
交
流
）
　
　
２
７
８
万
円

○
都
会
っ
子
交
流
事
業
（
杉
並
区
と
の
子
ど
も
交
流
）
２
３
９
万
円

○
一
般
管
理
事
業
（
特
例
区
協
議
会
等
）
　
　
　
　
　
１
６
７
万
円

○
ふ
る
さ
と
会
事
業
（
札
幌
風
連
会
、
旭
川
風
連
会
）
　
　
16
万
円

○
町
民
広
場
手
形
作
製
事
業
（
小
学
校
入
学
者
対
象
）
　
　
43
万
円

○
区
域
高
校
振
興
対
策
事
業
（
風
連
高
校
生
徒
支
援
）
３
０
０
万
円

○
放
課
後
対
策
事
業
（
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
運
営
）
　
　
　
　
34
万
円

○
通
学
・
通
園
事
業（
旭
・
西
風
連
地
区
児
童
送
迎
・
遠
距
離
通
学
支
援
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
２
万
円 

○
区
域
育
英
基
金
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
９
万
円

○
河
川
・
道
路
愛
護
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
３
万
円 

○
特
定
車
両
運
行
事
業
（
大
型
バ
ス
運
行
管
理
）
　
　
２
７
４
万
円

○
地
域
施
設
管
理
事
業
（
福
祉
会
館
等
の
管
理
）
　
１
２
５
６
万
円

○
天
塩
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
事
業
　
　
　
　
　
　
２
０
９
万
円

○
町
民
農
園
管
理
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円 

○
街
路
灯
管
理
事
業
（
維
持
管
理
補
助
金
）
　
　
　
　
３
１
５
万
円 

○
防
犯
灯
管
理
事
業
（
防
犯
灯
維
持
管
理
補
助
金
）
　
　
　
69
万
円 

　
風
連
地
区
の
振
興
の
た
め
に
、
「
合

併
特
例
区
協
議
会
」
と
の
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

風

連

特

例

区

予

算

 



■平成19年度市政執行方針と予算 

９　平成19年４月号 

○
天
文
台
整
備
事
業 

【
１
３
０
万
円
】 

　
天
文
台
の
基
本
計
画
図
に
つ
い
て

作
成
委
託
な
ど
を
行
い
ま
す
。
北
海

道
大
学
と
連
携
し
、
平
成
21
年
度
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。 

○
図
書
館
整
備
事
業 

【
２
６
０
０
万
円
】 

　
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
の
た
め

に
、
移
動
図
書
館
車
購
入
し
ま
す
。 

○
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

【
３
９
２
８
万
円
】 

　
屋
上
防
水
工
事
と
温
水
ボ
イ
ラ
ー

設
備
更
新
を
行
い
ま
す
。 

○
食
育
基
本
計
画
策
定
業
務 

【
13
万
円
】 

　
食
育
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
検

討
委
員
報
償
や
視
察
旅
費
な
ど
の
経

費
で
す
。 

 

○
名
寄
市
立
大
学
学
内
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
設
置
事
業 

【
１
９
７
万
円
】 

　
学
生
等
の
保
健
管
理
、
健
康
相
談

を
行
う
た
め
に
、
学
内
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
看
護
師
を
配
置

し
ま
す
。 

（市民参画・健全財政） 

○
心
の
教
室
相
談
員
配
置
事
業 

【
１
９
２
万
円
】 

　
中
学
校
３
校
に
配
置
す
る
相
談
員

を
平
成
19
年
度
か
ら
週
５
日
に
増
や

し
ま
す
。
相
談
体
制
を
充
実
し
、
生

徒
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。 

○
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業 

【
17
万
円
】 

　
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
設
置
し

て
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

平
成
19
年
度
か
ら
の
円
滑
な
実
施
に

備
え
ま
す
。 

　生涯学習活動や文化活動を 
充実させ、名寄市立大学を活
かした個性あふれるまちを目
指します。 

○
社
会
科
副
読
本
編
集
事
業 

【
４
９
６
万
円
】 

　
社
会
科
副
読
本
編
集
委
員
会
が
編

集
す
る
、
副
読
本
を
印
刷
製
本
し
ま

す
。(

２
０
０
０
冊
、
平
成
20
年
度
配

布
予
定) 

○
適
応
指
導
教
室
設
置
事
業 

【
３
２
１
万
円
】 

　
相
談
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
不

登
校
児
童
生
徒
の
学
校
へ
の
復
帰
を

支
援
し
ま
す
。 

○
教
員
住
宅
整
備
事
業 

【
４
６
０
万
円
】 

　
下
多
寄
小
２
戸
、
日
進
小
２
戸
の

教
員
住
宅
に
つ
い
て
水
洗
化
工
事
を

行
い
ま
す
。 

○
学
校
施
設
整
備
・
校
区
再
編
検
討

事
業 

【
13
万
円
】 

　
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
と
名
寄
地
区
市
街
地
の
小
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
意

見
を
聴
き
、
検
討
を
進
め
ま
す
。 

《
学
校
施
設
・
設
備
整
備
事
業
》 

○
東
小
学
校
屋
体
耐
力
度
調
査
事
業

【
１
９
１
万
円
】 

○
豊
西
小
学
校
ボ
イ
ラ
ー
交
換
工
事

事
業
【
３
４
９
万
円
】 

○
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
散
水
栓
設

置
工
事
事
業
【
１
２
０
万
円
】 

○
名
寄
市
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

周
辺
環
境
整
備
事
業 

【
３
５
０
０
万
円
】 

　
大
学
教
育
の
充
実
と
快
適
な
環
境

を
推
進
す
る
た
め
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
と
周
辺
樹
木
の
伐
採
及
び
植
樹

を
行
い
ま
す
。 

心豊かな人と 

文化を育むまちづくり 

（教育・文化・スポーツ） 



名寄　 　　憲章 市民 市民 平成19年２月26日制定 

Citizens'   Charter

名
寄
市
民
憲
章 

名
寄
市
民
憲
章

名
寄
市
民
憲
章 

　
私
た
ち
は
、
秀
峰
ピ
ヤ
シ
リ
を
望
み
、
天
塩
川
の
恵
み
に
育
ま
れ

た
美
し
い
緑
と
樹
氷
き
ら
め
く
ま
ち
、
名
寄
の
市
民
で
す
。
厳
し
い

風
雪
に
耐
え
抜
い
た
開
拓
者
精
神
を
受
け
つ
ぎ
、
郷
土
を
愛
す
る
心

を
大
切
に
し
な
が
ら
明
る
く
、
生
き
生
き
と
し
た
名
寄
市
の
発
展
に

努
め
ま
す
。 

自
分
の
ま
ち
に
誇
り
と
責
任
を
も
ち
、 

　
　
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、 

　
　
　
　
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。 

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
を
大
切
に
し
、 

 

　
互
い
に
温
か
い
思
い
や
り
を
も
っ
て
、 

 

　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。 

豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
、 

 

　
自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
の
環
境
を
と
と
の
え
、 

 

　
　
　
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。 

楽
し
く
働
き
、
創
造
力
を
発
揮
し
、 

 

　
豊
か
な
暮
ら
し
を
誇
れ
る 
 

　
　
　
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。 

知
性
と
感
性
を
み
が
き
、 

 

　
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
と
薫
り
高
い
文
化
を
育
み
、 

 

　
　
　
希
望
に
輝
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。 

名寄　 　　憲章 市民 市民 平成19年２月26日制定 

Citizens'   Charter

　
市
民
憲
章
は
、
半
永
久
的
な
ま
ち
の
理
想
像
や
市
民
が

共
有
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
行
動
目
標
を
示
す
も
の

で
す
。 

　
合
併
に
よ
っ
て
新
「
名
寄
市
」が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、

新
し
い
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。
制
定
に
あ
た
っ
て

は
、市
民
12
人
で
市
民
憲
章
検
討
委
員
会
を
組
織
し
て
答

申
案
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
新
し
い
市
民
憲
章
は
、 

（1）
小
学
生
や
中
学
生
に
も
理
解
で
き
、
ま
た
親
し
み
や
す

　
く
、
朗
唱
し
や
す
い
こ
と
を
考
慮
し
ま
し
た
。 

（2）
市
民
か
ら
募
集
し
た
意
見
の
内
容
を
尊
重
し
、
で
き
る

　
限
り
取
り
入
れ
ま
し
た
。 

（3）
旧
市
町
の
憲
章
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
か

　
ら
、
そ
の
表
現
を
で
き
る
限
り
生
か
し
ま
し
た
。 

　
以
上
の
点
に
留
意
し
て
制
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
名
寄

市
の
行
政
施
策
の
基
本
理
念
と
な
り
ま
す
。 

 

▽
▽
▽
制
定
ま
で
の
経
過 

○
平
成
18
年
12
月
１
日
〜
20
日 

　
広
報
な
よ
ろ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
憲
章
に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集 

○
平
成
18
年
12
月
22
日 

　
第
１
回
名
寄
市
民
憲
章
検
討
委
員
会 

○
平
成
19
年
１
月
10
日 

　
第
２
回
名
寄
市
民
憲
章
検
討
委
員
会 

○
平
成
19
年
１
月
19
日 

　
第
３
回
名
寄
市
民
憲
章
検
討
委
員
会 

○
平
成
19
年
１
月
25
日 

　
第
４
回
名
寄
市
民
憲
章
検
討
委
員
会 

○
平
成
19
年
２
月
13
日 

　
答
申 

○
平
成
19
年
２
月
26
日 

　
議
決
、
制
定 
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　旧西田邸は、名寄市大通北１丁目に位置し、大正11年に
建設された市で最も古い和洋折衷の木造住宅で、平成９年
には文化財に指定されました。旧西田邸を「北国雪国ふる
さと交流館」として広域交流の拠点として整備しました。 

　「北国雪国ふるさと交流館」では、名寄市・山形県鶴岡
市藤島・東京都杉並区との交流・連携の拠点を形成し、広
域交流で高まる住民活動の育成の場とし、文化財・歴史的
資源の保存・活用の施設整備を行うとともに、名寄市の新
たな文化の発祥の地になることを目標としています。 
☆都市と地方の新たな広域交流の拠点の形成 
☆住民活動の育成の場の形成 
☆歴史的資源の保存・活用及び新たな文化を創造する場の形成 

　１階に名寄市、山形県鶴岡市藤島、東京都杉並区の交流
事業の展示スペース、多目的ホールを設置。２階には洋室
２部屋と10帖と６帖の和室、物品庫、便所、給湯室などが
整備され、南側の洋室と10帖の和室が連続で使用可能。 
　各種会合や行事のほか市民の皆さんも利用できます。 

　国土交通省が、地域づくりの取り組みを
支援する都市地方連携推進事業。 
　名寄市の交流人口拡大による地域の活性
化と交流都市住民の生活の充実を図り、相
互の発展のために策定されたプログラム
で、北国雪国ふるさと交流事業として、名
寄市・山形県鶴岡市藤島・東京都杉並区に
よる交流の拠点となる施設として、旧西田
邸を整備しました。 

　名寄・藤島少年少女交流、東京高円寺阿
波踊り交流、都会っ子体験交流事業を通じ
た交流人口の拡大。 
　「北国雪国ふるさと交流館」を活用した
地域交流組織の育成、環境整備など交流活
動における住民参加の拡大。 
　交流活動の情報発信など市民周知や賑わ
いのある拠点のために活用。 

「北国雪国ふるさと交流館」４月開館 

広域交流の拠点 

交流館がめざすもの 

整備された交流館 

事業の効果 

都市地方連携プログラム 

都市宣言 平成19年3月15日制定 

Citizens'   Declarations　それぞれ６本あった旧市町の都市宣言を生かして、 
類似するものをまとめるなど協議を重ねた結果、 
新「名寄市」の都市宣言として次の４本が決まりました。 

◎安全・安心都市宣言 
　子どもや高齢者をはじめ市民を巻き込む交通事故・犯罪・暴力・災害をなくすることは、私たち
の願いです。 
　私たちは「安全・安心のまち名寄」を合言葉として、市民一人ひとりが互いに協力し合い、明る
く、住みよいまちを実現するため、ここに「安心・安全都市」を宣言します。 

◎教育都市宣言 
　私たちは、北・北海道で唯一の公立大学を持つまちとして、幼児教育から大学教育までの連携の
もと学校、家庭、地域が手をつなぎ合い、豊かな心と知性を育み、生涯にわたっていきいきと学ぶ
ため、ここに「教育都市」を宣言します。 

◎健康都市宣言 
　豊かな自然の中で、健康で明るい幸せが続くことは市民共通の願いです。 
　こころとからだの健康は、幸せと生きがいの源であり、市民一人ひとりがスポーツ、文化、自然
に親しみ、さらなる健康づくりを推進するため、ここに「健康都市」を宣言します。 

◎非核平和都市宣言 
　戦争のない世界平和と核兵器廃絶は、人類共通の願いであり、私たち市民は、世界唯一の被爆国
の国民として、核保有国に対し、その廃絶と軍縮を訴えると共に、市民の生命と生活を守るため、
非核三原則を守ることを強く求めます。 
　美しい郷土、恵まれた自然、豊かで平和な未来を子どもたちに手渡すことは、私たち市民の責務
です。 
　名寄市は、恒久平和と幸せな市民生活を守るため、ここに「非核平和都市」を宣言します。 

新「名寄市」の都市宣言 

11　平成19年４月号 



■新・名寄市行財政改革推進計画 

新・名寄市行財政改革推進計画 新・名寄市行財政改革推進計画 
平成18年度～平成23年度 
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国
、
地
方
と
も
財
政
逼
迫
が

進
み
、
構
造
改
革
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
な
ど
で
地
域
の

財
政
が
縮
小
し
て
い
く
な
か
、

地
方
自
治
体
の
果
た
す
役
割
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
時
代
に
即
応
し
た
行
政
組
織

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を

再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
る
財
政
の
健
全
化
を
図

っ
て
い
く
た
め
に
、
全
職
員
が

改
革
と
問
題
意
識
を
持
ち
、
行

財
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

　
地
方
分
権
下
に
お
け
る
、「
自
己

決
定
」「
自
己
責
任
」
の
行
政
運

営
の
た
め
に
は
、
職
員
が
自
治

の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
を
持

ち
、
市
民
の
安
心
安
全
を
基
本

に
、
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
、
市
民
満
足
度
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
組

織
へ
と
転
換
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
立
的
・
主

体
的
に
施
策
を
決
定
し
、
持
続

的
に
発
展
し
て
い
け
る
強
固
な

行
財
政
基
盤
を
も
っ
た
自
治
体

へ
変
革
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。 

・事務事業評価の充実 
・施策評価の導入 
・外部評価の導入 
・パブリックコメント制度の検討（解説1） 
・情報公開条例の適正な運用 
・個人情報保護条例の適正な運用 
・ 広報広聴機能の充実 
※パブリックコメント制度（解説1） 　 
　公的な機関が規則あるいは命令などの類のもの
を制定しようとするときに、広く公に、意見・情
報・改善案などを求める手続をいう。 

・人材育成基本計画の策定 
・公務員倫理の徹底 
・コスト意識の徹底 
・職員提案制度の検討 
・職員研修の充実 
・メンタルヘルス対策の推進（解説2） 
・接遇マニュアルの実践及び研修の実施 
・窓口手続きの簡素化・迅速化・サービス　
　の向上 
・人事評価制度の検討 
・人事異動希望制度の推進 

※メンタルヘルス（解説2） 
　精神にかかわる健康を保つこと。 

学校給食センターの業務委託 
女性児童センターの管理委託 
図書館の管理運営委託 
認定こども園制度の導入促進 
北国博物館の管理委託 
下水処理場の民間委託 
市民会館の民間委託 
風連地区スキー場の民間委託及び廃止 
風連地区除雪業務の民間委託 
しらかばハイツの民営化 
風連地区集会施設の地域による自主管理 
運営方式への移行 
風連海洋センター及び周辺体育施設の民 
間委託 
水道事業の業務委託 

※指定管理者制度（解説3） 
　地方自治体の設置する公共施設を、指定を受けた
民間企業・公益法人・ＮＰＯなどが施設管理者とし
て運営していく制度。 

・指定管理者制度の活用（解説3） 
・施設の管理・業務の民間委託の推進 
・公共サービス改革法による官民競争・民
　間競争入札の導入検討 

・組織・機構の簡素合理化の推進 
・学校給食センターの統合 
・小・中学校の再編・統合 

主な対象施設 

民間活力の導入 

簡素で効率的な行政運営 

ひ
っ
ぱ
く 



■新・名寄市行財政改革推進計画 

・事務事業の見直し・廃止・縮小の検討 
・窓口ワンストップサービスの検討（解説4） 
・施設カルテの作成 
・広域行政の推進 
・各種公共的団体等の統合 
・各種協議会への参画及び負担金の見直し 
・電子申請・届出の導入 

・定員適正化計画の策定 
・事務量に応じた適正な人事配置の実施 
・給与の見直し 
・諸手当の見直し 
・時間外勤務の縮減 

・伐期時期市有林の計画的売却 
・遊休資産(未利用地)の処分及び活用 
・公共物等への有料広告の掲載 
・市税等、各種使用料等の徴収体制の強化 
・市税等、各種使用料等納付方法の拡大 
・悪質滞納者への対応強化 
・新たな税と適正な税負担のあり方の検討 
・無料施設有料化の検討 
・有料施設の使用料見直し 
・手数料の見直し 

※ワンストップサービス（解説4） 
　各種の案内、受付、交付などのサービスを、
１カ所あるいは１回の手続きで提供すること。 

※自治基本条例 （解説5） 
　自治体運営の基本理念を記したもので、自治体の
憲法に相当する。 
  
※地域自治区（解説6） 
　地域自治や地域コミュニティの推進を目的として
設置する自治組織のこと。本市では合併協議により
市内にいくつかの地域自治区を設置することとされ
た。風連地区の合併特例区は設置期間（5年間）が終
了する時点で地域自治区を置くこととされている。 

※ＮＰＯ（解説7） 
　特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）。不特定かつ多
数の者の利益の増進に寄与し、営利を目的としない
民間組織。 

・公債費負担適正化計画の推進 
・補助金の終期の設定 
・補助金の減額・廃止の検討 
・運営補助から事業補助への切替検討 
・病院事業の経営健全化推進 
・水道事業の経営健全化推進 
・下水道事業の経営健全化推進 
・ ㈱ふうれん望湖台振興公社の健全化 
・ ㈱名寄振興公社の健全化 

・自治基本条例（仮称）の策定（解説5） 
・地域自治区の整備（解説6） 
・風連地区行政区制度の見直し 
・ボランティア制度の導入検討 
・市民団体（町内会含む）等及びＮＰＯとの連
　携強化（解説7） 
・市政への女性参加の推進 

健全な財政運営 

市民と協働の行政運営 

基本方針 
■簡素で効率的な行政運営 
■健全な財政運営 
■市民と協働の行政運営 

13　平成19年４月号 



　
候
補
者
の
政
見
・
経
歴
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
に
知

事
・
道
議
、
17
日
に
名
寄
市
議
の
選

挙
公
報
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▼
投
票
の
方
法
　
①
北
海
道
知
事
選
挙
の
投
票
（
ク
リ
ー
ム
色
の
投
票
用
紙
）

②
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
（
桃
色
の
投
票
用
紙
）
の
順
に
行
い
ま
す
。

候
補
者
の
氏
名
以
外
を
記
載
す
る
と
大
切
な
１
票
が
無
効
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
候
補
者
の
氏
名
の
み
を
ハ
ッ
キ
リ
と
書
き
ま
し
ょ
う
!!
 

統
一
地
方
選
挙
へ 

「
選
挙
公
報
」
を 

発
行
し
ま
す 

▼
問
い
合
わ
せ 

　
名
寄
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１ 

　（
内
線
３
１
９
８
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
開
票
速
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.
c
i
t
y
.
n
a
y
o
r
o
.
l
g
.
j
p

）
で

も
確
認
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

開
票
は
各
投
票
日
当
日
の 

午
後
９
時
か
ら 

　
投
票
所
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。 

　
第
２
投
票
所
は
、
商
工
会
館
か
ら

名
寄
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
に
変
更
。

ノ
ー
ス
タ
ウ
ン
区
は
、
第
１
投
票
所

（
名
寄
小
学
校
）
か
ら
第
８
投
票
所

（
名
寄
東
中
学
校
）
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。 

投
票
所
を
お
知
ら
せ 

し
ま
す 

４
月
８
日
(日) 

北
海
道
知
事
選
挙
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙 

▼
投
票
の
方
法
　
投
票
用
紙
に
選
挙

区
の
候
補
者
氏
名
の
み
を
書
き
ま
し

ょ
う
。
今
回
は
、
名
寄
地
区
と
風
連

地
区
で
選
挙
区
が
分
か
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
（
入
場
券

に
選
挙
区
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

▼
期
日
前
投
票
　
投
票
日
に
何
ら
か

の
都
合
で
投
票
で
き
な
い
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

４
月
22
日
(日)
名
寄
市
議
会
議
員
選
挙 

��
�

広報なよろ第13号　14

と　き 

地　区 

ところ 

投票で 

きる人 

名寄地区 

市役所名寄庁舎 

１階ロビー 
市役所智恵文支所 

４月18日(水)～ 

４月20日(金) 

9:00～17:00

風連地区 

市役所風連庁舎 

１階第１会議室 

４月16日(月)～４月21日(土) 

8:30～20:00

第１投票所 
第２投票所 
第３投票所 
第４投票所 
第５投票所 
第６投票所 
第７投票所 
第８投票所 
第９投票所 
第10投票所 
第11投票所 
第12投票所 
第13投票所 
第14投票所 
第15投票所 
第16投票所 
第17投票所 
第18投票所 
第19投票所 
第20投票所 
第21投票所 
第22投票所 
第23投票所 
第24投票所 
第25投票所 
第26投票所 
第27投票所 
第28投票所 
第29投票所 
第30投票所 
第31投票所 

名寄小学校体育館 
名寄カトリック幼稚園 
名寄南小学校南児童クラブ 
光名幼稚園 
名寄東小学校 
名寄西小学校体育館 
豊西小学校プレイルーム 
名寄東中学校格技室 
名寄日進研修センター 
砺波会館 
瑞穂研修センター 
弥生会館 
西部地区集落センター 
名寄中学校技術室 
徳田福祉会館 
東部地区集落センター 
内淵会館 
共和会館 
高見区町内会福祉会館 
智恵文多目的研修センター 
八幡会館 
南地区研修センター 
智恵文地区公民館智西分館 
風連福祉センター 
西町コミュニティセンター 
農村環境改善センター 
旭コミュニティセンター 
風連日進コミュニティセンター 
東風連子供と老人福祉館 
瑞生コミュニティセンター 
西風連コミュニティセンター 

7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～20:00 
7:00～20:00 
7:00～19:00 
7:00～20:00 
7:00～19:00 
7:00～20:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00 
7:00～19:00

投票区 投票所施設名 投票時間 

※投票所入場券に投票所の住所が記載されています。ご確認ください。 
※４月８日の知事・道議、22日の名寄市議両選挙とも投票所は同じです。 

第２選挙区（旧風 

連町）の選挙人 

第１選挙区（旧名寄市）の選挙人 

※智恵文地区の方は、名寄庁舎でも 

期日前投票ができます。 



15　平成19年４月号 

　
現
在
、
上
下
水
道
料
金
は
合
併
前
の
旧
市
町
の
料
金
が
そ
の
ま
ま
引
き

継
が
れ
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
市
は
、
こ
の
上
下
水
道
使
用
料
金
の
地
域
に
よ
る
差
を
な
く
し
、
皆
さ

ん
の
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
、
料
金
の
改
定
検
討
作
業
を
進
め
、
平
成

20
年
度
か
ら
新
料
金
に
変
更
す
る
方
針
で
す
。 

　
ま
た
、
上
下
水
道
料
金
と
共
に
簡
易
水
道
使
用
料
金
、
個
別
排
水
処
理

施
設
使
用
料
金
の
統
一
も
同
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  

　
旧
名
寄
市
、
旧
風
連
町
の
第
３

期
名
寄
市
介
護
保
険
事
業
計
画
の

統
合
に
伴
い
、
平
成
19
年
度
か
ら

介
護
保
険
料
が
統
一
に
な
り
ま
す
。 

                

　
税
制
改
正
に
伴
い
激
変
さ
れ
る

方
は
激
変
緩
和
対
象
者
と
し
て
、

平
成
19
年
度
介
護
保
険
料
の
減
額

が
行
わ
れ
ま
す
。 

   

　
介
護
保
険
法
な
ど
の
一
部
改
正

に
伴
い
、介
護
保
険
料
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
の
開
始
時
期
が
、

こ
れ
ま
で
の
年
１
回
（
10
月
開
始
）

か
ら
年
４
回
（
４
月
、
６
月
、
８
月
、

10
月
開
始
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。 

　
対
象
の
方
は
65
歳
、
ま
た
は
名

寄
市
に
転
入
し
て
年
金
を
支
給
さ

れ
た
月
か
ら
６
カ
月
後
に
特
別
徴

収
（
支
給
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

が
始
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
６
カ

月
後
が
12
月
、
２
月
の
場
合
は
４

月
開
始
に
な
り
ま
す
。
対
象
の
方

に
は
「
特
別
徴
収
開
始
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

   

　
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
額
（
４
月
、

６
月
、
８
月
の
支
給
年
金
か
ら
の

天
引
き
分
）
と
介
護
保
険
料
確
定

後
の
本
徴
収
額
（
10
月
、
12
月
、

２
月
の
支
給
年
金
か
ら
の
天
引
き
分
）

の
均
衡
を
図
る
た
め
に
６
月
、
８

月
支
給
年
金
か
ら
の
天
引
き
額
を

変
更
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に

は
「
特
別
徴
収
額
変
更
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ 

　
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係 

　
名
寄
庁
舎
２
階 

　
　
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１ 

　（
内
線
３
２
３
５
・
３
２
３
６
） 

　
風
連
庁
舎
１
階 

　
　
０
１
６
５
５
③
２
５
１
１ 

　（
内
線
１
１
２
・
１
１
３
） 

上
下
水
道
料
金
の
統
一
に
向
け
て 

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ 

65
歳
以
上
第
１
号
被
保
険 

者
の
介
護
保
険
料
を
統
一 

税
制
改
正
の 

激
変
緩
和
に
つ
い
て 

仮
徴
収
額
が
変
わ
り
ま
す 

特
別
徴
収
開
始
回
数
が 

変
わ
り
ま
す 

介護保険料金基準月額 
（第４段階の場合） 

平成18年度 

平成19年度 

3,667円 

旧名寄市 旧風連町 

3,667円 

3,675円 

3,667円 

差　　　額 0円 -8円 

美深町 
第12回美深白樺樹液春まつり 

　樹液採取白樺林見学やスノーモビル遊覧、かんじき森林

浴など、春の訪れを感じることができるイベントが目白押

し。ぜひ早春の北・北海道をお楽しみください。 

　・と　き　４月15日（日）10:00～14:00 

　・ところ　美深町仁宇布ファームイントント前 

問い合わせ　美深白樺樹液を楽しむ会会長　成毛宅 

　　　　　　(　01656②1357)

名寄地区の現行料金（内税、10円未満切り捨て） 

上水道料金 下水道料金 
区別 区別 
用途別 
家事用 
団体用 
営業用 
浴場用 
臨時用 

基本料金（１カ月） 基本料金（１カ月） 
使用水量 料　金 

672円 
2,772円 
2,772円 
4,200円 
5,250円 

210円 
262円 
262円 
52円 

693円 

2,625円 

220円 

26円 
525円 

使用水量 料　金 
超過料金 超過料金 

汚水の種類 

一般汚水 

浴場汚水 

5ｍまで 3

（1ｍにつき） 3

15ｍまで 3

15ｍまで 3

100ｍまで 3

5ｍまで 3

100ｍまで 3

10ｍまで 3

風連地区の現行料金（外税、１円未満切り捨て） 

上水道料金 下水道料金 
区別 

区別 
ﾒｰﾀｰ口径別 

13mm
20mm
25mm
40mm
50mm

基本料金（１カ月） 基本料金（１カ月） 
使用水量 料　金 

1,740円 
3,950円 
6,090円 
8,550円 
12,910円 

185円 
185円 
185円 
185円 

992円 

3,000円 

144円 

300円 185円 

使用水量 料　金 

超過料金また 
は従量料金 

超過料金 

水道ﾒｰﾀｰ 

一時使用 
臨時使用 

8ｍまで 3

10ｍまで 3

15ｍまで 3

8ｍまで 3

8ｍまで 3

臨時用 2,600円 260円 10ｍまで 3

（1ｍにつき） 3

（1ｍにつき） 3 （1ｍにつき） 3



問い合わせ 
　保健センター　　 01654②1486 
　風連庁舎保健係　 01655③2511

広報なよろ第13号　16

  

　
平
成
19
年
度
名
寄
市
母
子
保
健
カ
レ
ン
ダ

ー
（
名
寄
地
区
版
・
風
連
地
区
版
）
を
次
の

と
お
り
配
布
い
た
し
ま
す
。 

●
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
が
い
る
方 

　
生
後
１
〜
２
カ
月
頃
、
健
診
の
ご
案
内
と 

  
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。 

●
平
成
19
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
が
い
る
方 

　
次
の
公
共
施
設
な
ど
で
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー

を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。 

  

　
基
本
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・

大
腸
・
乳
・
子
宮
・
前
立
腺
）
、
結
核
検
診
、

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
に
つ
い
て
の
「
平
成
19
年
度
各
種
検
診

の
お
知
ら
せ
」
を
今
月
号
の
広
報
と
併
せ
て

全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
配
布
し
た
用
紙
を
参
考
に
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
の
予
定
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

●
申
し
込
み
方
法 

　
名
寄
会
場
の
申
し
込
み
は
、
５
月
８
日
（火）

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。 

　
風
連
会
場
を
希
望
す
る
方
は
、
４
月
27
日

（金）
ま
で
に
、
申
し
込
み
用
紙
を
風
連
庁
舎
保

健
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
名
寄
地
区
の
方
で
、
風
連
会
場
を
希
望
す

る
場
合
は
、
風
連
庁
舎
保
健
係
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

　
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
）
予
防
接
種
の
接
種
回
数
と
そ
の
間

隔
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
対
象
年
齢
は
、

生
後
３
カ
月
〜
90
カ
月
（
７
歳
６
カ
月
）
未

満
で
す
。 

     

※
注
意 

　
初
回
接
種
（
１
〜
３
回
）
で
、
接
種
間
隔

が
８
週
を
超
え
た
場
合
は｢

定
期
接
種｣

で
は

な
く｢

任
意
接
種｣

に
な
り
ま
す
。 

　
任
意
接
種
は
定
期
接
種
と
異
な
り
、
接
種

後
に
健
康
被
害
が
起
き
た
場
合
は
、
国
の
救

済
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、｢

独
立
行
政
法
人
医

薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法｣

に
よ
る
救
済
と

な
る
た
め
、
給
付
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
接

種
料
金
は
無
料
で
す
。 

康 
ガ イ ド 
健 �������

���	�

母
子
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
の
ご
案
内 

各
種
検
診
の
お
知
ら
せ 

三
種
混
合
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ 

初　回 
(１回目)

初　回 
(２回目)

初　回 
(３回目)

追　加 

３～８週間 
以内 

３～８週間 
以内 

12～18カ月 
あける 

保健センター（西２北５） 
市役所名寄庁舎（大通南１） 
市立図書館名寄本館（大通南２） 
市役所智恵文支所（智恵文11線） 
市立総合病院（西７南８） 
名寄東病院（東６南５） 
吉田病院（西３南６） 
名寄三愛病院（西１北５） 
西保育所（西６北４） 
中央保育所・ちゅうりっぷ（西２南２） 
南保育所（西６南９） 
東保育所・さくらんぼ（東５南３） 
女性児童センター（西11北２） 
名寄幼稚園（大通南５） 
名寄カトリック幼稚園（西３南４） 
光名幼稚園（西２南10） 
名寄大谷幼稚園（西５南２） 
市役所風連庁舎（風連町西町196-1） 
風連児童会館（風連町南町84-1） 
風連地域子育て支援ｾﾝﾀｰ（こぐま）・風連幼 
稚園・さくら保育園（風連町西町284-1） 

施設名（住所） 

 ６日(金)　４カ月児健診・ＢＣＧ 

12日(木)　３歳児健診 

13日(金)　親子ふれあいひろば 

16日(月)　股関節脱臼検診・ 

　　　　　発育相談 

17日(火)　７カ月児健診 

19日(木)　１歳６カ月児健診 

24日(火)　子育て教室 

25日(水)　のびのび親子教室 

27日(金)　親子ふれあいひろば 

 

※詳しくは母子保健カレンダーを 

　ご覧ください。 

4月 

4月 1日　市立総合病院 
　　　　　 01654③3101 
　   8日　中村整形外科 
　　　　　 01654③2881 
　 15日　名寄三愛病院 
　　　　　 01654③3911 
　 22日　吉田病院 
　　　　　 01654③3381 
　 29日　岡崎内科 
　　　　　 01654③2361 
　 30日　あかいし内科 
　　　　　 01654③7177 
5月 3日　吉田病院 
　　　　　 01654③3381 
       4日　名寄東病院 
　　　　　 01654③2188 
       5日　名寄中央整形外科 
　　　　　 01654③2006 
       6日　市立総合病院 
　　　　　 01654③3101
救急医療情報案内フリーダイヤル 

　0120-208-699



17　平成19年４月号 

「さくらんぼ」　開設：月～金曜日 
　01654②5683（東５南３　東保育所内） 

「ちゅうりっぷ」　開設：月～金曜日 
　01654②3361（西２南２　中央保育所内） 

「こぐま」　開設：月・木曜日 
　01655③2378（風連町西町　風連さくら保 
育園内） 

4月・5月の催し 
ところ　女性児童センター 
●こいのぼり制作 
・とき　４月24日（火）10:00～11:30 
　親子でこいのぼりを作ります。 

●集団あそび 
・とき　５月15日（火）10:00～11:30 
　親子でわらべうた遊びを楽しみます。 

※「さくらんぼ」「ちゅうりっぷ」は、火・木曜日のみ 
　女性児童センターで実施します。 

■と　き　４月５日（木）・12日（木）・19日（水）・ 
　　　　　26日（木）　9:30～11:15 
■ところ　総合福祉センター 
■内　容　フォークダンス・民謡踊り・自きょう術 
■持ち物　上靴 
■申し込み　当日会場で受け付けます。 
■問い合わせ　名寄庁舎２階 
　　　　　　　高齢福祉課高齢福祉係　　　　　　 
　　　　　　　　01654③2111　内線3231

健康づくり体操教室のお知らせ 

■講座内容　①デザイン陶芸（毎週木曜日）②手び
ねり陶芸１班（第１、３水・金曜日）③手びねり陶
芸２班（第２、４水・金曜日）④アートフラワー（毎
週月・金曜日）⑤木彫（毎週火曜日） 
■同好会活動　①囲碁同好会（毎週月曜日）②書道
同好会（第１・２木曜日） 
■対象　60歳以上の市民 
■期間　４月～９月 
■受講料　無料（材料費は自己負担） 
■申し込み・問い合わせ 
　生きがいホビーセンター　 01654②2038

講座受講生を募集 

　
近
年
、
下
肢
切
断
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

動
脈
硬
化
性
の
血
管
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
生
活
習
慣
に
よ
る
病
気
で
あ
り
、

原
因
の
第
一
に
タ
バ
コ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
末
梢
血
管
病
治
療
の
世
界
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
「TASC

 

Ⅱ
」
に
よ
れ
ば
、
喫
煙
は
、

糖
尿
病
、
年
齢
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
を
は

る
か
に
上
回
り
最
も
関
連
が
強
い
危
険
因
子
、

オ
ッ
ズ
比
４
倍
と
い
う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
喫
煙
本
数
と
末
梢
血
管

病
の
重
症
度
は
比
例
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
心
筋
梗
塞
、
癌
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
、
多
く
の
領
域
で

死
亡
率
を
高
め
る
原
因
と
し
て
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
末
梢
血
管
病
に
お
い
て
も
世
界

的
に
エ
ビ
デ
ン
ス
の
高
い
デ
ー
タ
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
予
測
で
は
、

こ
の
ま
ま
で
は
２
０
１
５
年
に
は
タ
バ
コ
が

原
因
で
死
亡
す
る
人
が
世
界
中
で
10
人
に
１

人
に
達
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

恐
ろ
し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国

の
喫
煙
率
の
高
さ
は
先
進
国
の
な
か
で
ト
ッ

プ
で
す
（
後
進
国
ほ
ど
高
く
、
先
進
国
ほ
ど

低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
）
。 

　
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
、
禁
煙
し

た
く
て
も
、
タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
は
、

喫
煙
習
慣
そ
の
も
の
が
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

と
い
う
あ
る
種
の
病
気
な
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
は
人
為
的
に
つ
く
り
だ
し
た
中
毒

症
で
あ
り
、
ニ
コ
チ
ン
の
血
中
濃
度
維
持
の

た
め
、
体
調
不
良
で
も
風
邪
を
ひ
い
て
咳
が

で
て
い
て
も
、
た
ば
こ
を
吸
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
く
な
り
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
タ
バ

コ
の
奴
隷
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
バ

コ
に
は
何
と
４
０
０
０
種
類
以
上
の
化
学
物

質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
確
認
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
も
２
７
０
種
は
有
害
物
質
で

す
。
そ
の
な
か
で
、
ニ
コ
チ
ン
は
一
酸
化
炭

素
を
増
加
さ
せ
、
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

と
結
び
つ
い
て
酸
素
の
運
搬
を
阻
害
し
て
い

わ
ゆ
る
酸
欠
状
態
を
つ
く
り
、
じ
わ
じ
わ
と

血
管
の
壁
を
傷
め
て
ゆ
き
ま
す
。
さ
ら
に
血

管
の
攣
縮
も
相
ま
っ
て
、
臓
器
、
組
織
の
血

流
不
足
を
も
た
ら
す
わ
け
で
す
（
女
性
に
と

っ
て
は
美
容
の
大
敵
で
も
あ
り
ま
す
。
お
肌

が
荒
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
）
。 

　
【
市
立
総
合
病
院
　
副
院
長
　
和
泉
裕
一
】 

　 

市 
立 
病 
院 
の 
や 
さ 
し 
い 
医 
療 
講 
座 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
喫
煙
と
末
梢
血
管
病
」
で
す
。 

ま
っ
し
ょ
う 
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東２条北５丁目　　01654②3956　e-mail nayoro@nayoro-star.jp 

URL http://www.nayoro-star.jp 

開　水～日　13:00～19:00  休　月・火、祭日　入館料　無料 

「春の星座と物語」 
■投影日　水曜日～日曜日15:00から 

■休館日　毎週月曜日・火曜日、月末日、祭日 

■月末休館日　４月30日(月) 

■入館料　○一般100円　○小学生～高校生50円　○幼児無料 

※減免：学校、幼稚園、保育所、福祉施設等は、市内免除・

市外半額になります。（事前に申請が必要ですので、お問い

合わせください。） 

■連絡先 

　プラネタリウム館（大通南２丁目）　 01654②4751 

※休館のお知らせ 

　４月７日(土)～15日(日)の期間は、機器整備のため休館とな

ります。 

木原天文台 

■月面　20～30日　■金星　今月中　■土星　今月中 

平成16年４月27日 

名寄市内で撮影 

■と　き　５月６日(日)10:00スタート 

　　　　　(なよろ健康の森陸上競技場) 

■種別　【10km】中学生男子の部、高校生男子の部、一般

　　　　　男子Ａの部、女子の部 

　　　　【５km】小学生の部、一般男子Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ

　　　　　の部、中学生女子の部、高校生女子の部、一般

　　　　　女子Ａ・Ｂの部 

　　　　【３km】オープンの部（小学生～一般） 

■申し込み方法　４月16日(月)までに所定の申し込み書を

提出してください。（必着） 

■申し込み　教育委員会生涯学習課スポーツ振興係 

　　　　　　〒096-0023　名寄市西13条南４丁目 

　　　　　　　　　　　　  市文化センター内 

■と　き　５月18日(金) 

■行き先　旭川市 

　  9:00　　市役所名寄庁舎前出発 

　　　　　 （ハローワーク前・文化センター前停車） 

　  9:25　　風連福祉センター前出発 

　16:30頃　風連福祉センター前到着 

　17:00頃　市役所名寄庁舎前到着 

　　　　　 （ハローワーク前・文化センター前停車） 

　○旭川美術館　○旭川博物館　○男山酒造資料館 

■申し込み期間　４月23日(月)～27日(金) 

■費　用　2,200円（入館料・昼食代・傷害保険料） 

※定員は33人です。最小催行人数15人とさせていただきま

す。なお、定員を超えた場合は抽選させていただきます。 

■申し込み　市民文化センター 

西13条南４丁目　　 01654②2218　FAX 01654②2356 

開 9:00～22:00　休 月末・年末年始 市民文化センター 

■と　き　４月12日(木)・26日(木) 

　　　　　①9:00～12:00 ②13:00～16:00③ 18:00～21:00 

※毎月第２・４木曜日の開催を基本としていますが、月１回

の開催、開催日が変更になる場合がありますので、「広報な

よろ」市民カレンダーや電話などでご確認ください。 

■ところ　風連陶芸センター 

■定　員  各時間帯　15人 

■費　用　粘土代１kg200円（１人何kgでも使用可）  

■持ち物　エプロンなど  

■問い合わせ　風連陶芸センター（　01655③2743） 

※このほか団体での陶芸教室も受け付けていますので、気軽

にお問い合わせください。 

■手作り味噌 

　・と　き　５月14日(月)13:30、15日(火)13:00、16日(水)9:00 

　・ところ　手作り工房あぐりん館 

　・定　員　12人（先着） 

　・参加費　1,500円（材料代） 

　・講　師　斉藤美知さん 

■木彫入門 

　・と　き　５月10日～７月19日の毎週木曜日 

　　　　　　13:30～15:30＜全10回＞ 

　・ところ　市民文化センター市民工芸室 

　・定　員　12人（先着） 

　・参加費　7,000円程度（材料代・道具代） 

　・講　師　日野幸枝さん 

■申し込み期間　両講座とも４月２日(月)～13日(金) 

■申し込み　市民文化センター 



開　9:00～17:00　休　月・年末年始 

北国博物館　緑丘222　　・FAX   01654③2575 

e-mail  ny-kitahaku@city.nayoro.lg.jp 

風連分館　　風連町南町85　　 01655③2531　FAX　01655③2321

まなびの部屋 まなびの部屋 

■野外植物展　 
　写真、押し花、リース、染色などをとおして、地域
の野外植物を身近に感じてもらう展示会です。なよろ
野の花の会会員が各分野の作品を出品します。 
・と　き　４月21日(土)～５月13日(日) 
・ところ　北国博物館ギャラリーホール（無料） 
・主　催　なよろ野の花の会 
 

■大型連休企画「博物館であ・そ・ぼ・う!!」　 
　子どもたちにも博物館に親しんでもらえるように、
館内の広いスペースを遊び場として開放します。手づ
くりの木のおもちゃを中心に、牛乳パックなどのリサ
イクル品を活用した、ままごと、輪投げ、空き缶魚釣り、
ぬりえ、折り紙、簡単工作などのコーナーを用意します。 
　また、市立大学の学生がボランティアとして遊びの
手助けをしてくれます。家族連れでお楽しみください。 
・と　き　４月28日(土)～５月６日(日) 
　　　　　※期間中、休館日はありません。 
・ところ　北国博物館ラウンジ、ギャラリーホール、 
　　　　　講堂、地域情報室など（無料） 

■「民族資料目録Ⅱ」を発行 
　北国博物館所蔵のアイヌ民族資料に関する目録の第
２集です。矢口親六、小国喜八、杉村満、杉村フサ、
神山元氏などから寄贈された祭具、狩猟用具、装飾品、
衣類など276点について、カラー図版入りで概要をま
とめ、寄贈者の経歴も紹介しています。 
　ご入用の方は、北国博物館までお越しください。 
・規　格　Ａ４判、56ページ 
・価　格　１冊1,000円 

19　平成19年４月号 

博 物 館 

名寄本館　大通南２　　 01654②4751　FAX 01654②4897 
　　　　　　開　火・金　9:30～17:00　水・木　9:30～20:00 　※17:00以降は１階のみ 
                　  土・日　9:30～16:00　　休  月・月末・祝・年末年始 
風連分館　風連町南町84-1　　 01655③2871　FAX 01655③2380 
　　　　　　開　月～金　9:30～17:00　土　9:30～16:00　休  日・月末・祝・年末年始 

図 書 館 

【名寄本館の行事】 
●金曜おはなしクラブ（毎週金曜日15:30から） 
　４月６日・13日・20日・27日 
　・対　象　３歳以上のお子さん 
●こども図書館まつり（名寄本館２階会議室） 
①０歳～３歳向き 
・と　き　４月26日(木)10:30～11:30 
・内　容　絵本読み聞かせ、赤ちゃん講座ほか 
・定　員　20人 
②３歳～小学２年生対象 
・と　き　５月９日(水)15:00から 
・内　容　絵本、工作 
・定　員　50人 
■申し込み期間　①②ともに４月10日(火)から 
※定員になり次第締め切ります。 
■申し込み　名寄本館 

【風連分館の行事】 
●おはなしタイム（毎週水曜日15:00から） 
　４月４日・11日・18日・25日 
　・対　象　児童 
●おはなしポケット（毎週金曜日11:00から） 
　４月６日・13日・20日 
　・対　象　就学前の幼児・保護者 
●カンガルーのポケット 
　４月27日(金)10:00から 
　・内　容　自己紹介、こいのぼり作りなど 
　・対　象　就学前のお子さんと保護者 

14:50～15:05 

15:15～15:35 

15:45～16:05 

16:15～16:35 

15:20～15:40 

15:50～16:30 

15:20～15:45 

15:55～16:10 

15:00～15:15 

15:55～16:35 

15:05～15:20 

15:30～15:50 

16:05～16:30 

15:15～15:35 

 

10:00～ 

  9:45～ 

10:00～ 

12:45～ 

10日（火）第１老人クラブ前 

　　　　錦町公園前 

　　　　麻生公園前 

　　　　ライラック公園 

11日（水）ハルニレ公園前 

　　　　浅江島公園築山前 

12日（木）道営サンピラー・マーガレットヴィラ 

　　　　南が丘総合福祉会館前 

13日（金）コデマリ公園 

　　　　西10南１自衛隊官舎前 

17日（火）東三条郵便局前 

　　　　緑丘第１団地 

　　　　はなぞの広場 

18日（水）ﾉｰｽﾀｳﾝふれあい会館 

 

10日（火）東風連地区 

11日（水）下多寄地区 

17日（火）市街地地区 

19日（木）日進・旭地区 

《 名 寄 地 区 》  

《 風 連 地 区 》  



　市民の皆さんに名寄市のイメージと新名寄市総

合計画（第１次）が目指す将来像とまちづくりに

関心を持っていいただくためのキャッチフレーズ

です。 

　"星・雪・きらめき"は、名寄市の豊かな自然環境

のすばらしさや、いきいきとした市民の姿を表し、

し、"緑の里　なよろ"は、天塩川の恵みに育まれて

きた農業をはじめとする産業と人と人との結びつ

きを大切にして支え合い、一人ひとりが輝く名寄

のまちを表しています。 

3/16 
市のキャッチフレーズが 
決まりました 

　
国
体
開
催
記
念
北
海
道
歩
く
ス
キ

ー
大
会
兼
第
25
回
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
歩

く
ス
キ
ー
大
会
が
、
な
よ
ろ
健
康
の

森
を
会
場
に
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
約
４
２
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
気
温
が
高
く
、
雪
も
降

る
悪
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

し
た
選
手
は
、
自
分
の
体
力
に
合
わ

せ
て
３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
・
15
㎞
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
会
話
や
自
然
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。 

　
ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、
豚
汁
な
ど
で

体
を
温
め
、
一
足
早
い
春
の
１
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

3/11 
第25回名寄ピヤシリ歩く 
スキー大会 

3/1 
柿川さんが林野火災予防 
作品で知事賞を受賞 

　風連中央小学校５年の柿川文音（あやね）さ

んが、道主催の平成18年度林野火災予防に関す

る作品で、知事賞（ポスターの部優秀）を受賞し、

３月１日に同校で伝達式が行われました。 

　今回は、全道から1317点の応募があり、その

中から受賞となりました。 

　この作品募集は、子どもたちに森林の重要性

を認識してもらうことを目的に行われ、林野火

災の予防啓発に広く活用されます。 

ま ち の 話 題 

広報なよろ第13号　20



21　平成19年４月号 

問 問い合わせ 　申 申し込み  
名　名寄庁舎（　 01654③2111） 
風　風連庁舎（　 01655③2511） 

暮らしのお知らせ 
障
害
者
（
児
）
に
ハ
イ
ヤ
ー
券

を
交
付
し
ま
す 

 
　
市
内
に
居
住
す
る
障
害
者
（
児
）

が
病
院
の
通
院
な
ど
の
た
め
、
市
内

全
域
で
利
用
す
る
ハ
イ
ヤ
ー
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
又
は
２
級
の
方
②
視
覚
、
体
幹
、

下
肢
障
害
、
又
は
腎
臓
機
能
障
害
に

よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
方

③
療
育
手
帳
を
有
す
る
方
で
、
障
が

い
程
度
が
Ａ
で
あ
る
知
的
障
害
者
の

方 ▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
印
鑑
②

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳 

▼
交
付
開
始
日
　
４
月
２
日
（月） 

 

重
度
視
力
障
害
者
の
電
話
料
基

本
料
金
を
助
成
し
ま
す 

 

▼
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

（
視
力
障
害
者
）
の
方
で
本
人
が
世

帯
主
又
は
障
害
者
本
人
契
約
の
電
話

を
設
置
し
て
い
る
方 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
３
１
５

円
分
の
普
通
為
替
（
郵
便
局
で
購
入

で
き
ま
す
。
）
②
自
宅
の
住
所
や
氏

名
を
記
入
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
③
印
鑑 

▼
手
続
き
場
所
　
と
も
に
障
害
福
祉

課
障
害
福
祉
係 

　
　
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係 

　
　
２
階
（
内
線
３
２
４
２
） 

　
　
障
害
福
祉
課
福
祉
係 

　
　
１
階
（
内
線
１
１
１
） 

手
話
奉
仕
員
・
要
約
筆
記
奉
仕

員
養
成
講
座
の
ご
案
内 

 
●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

▼
と
き
　
５
月
７
日
〜
11
月
29
日
の

毎
週
月
・
木
曜
日
の
週
２
回
、
19
時

〜
20
時
30
分 

●
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座 

▼
と
き
　
５
月
16
日
〜
10
月
17
日
の

毎
週
水
曜
日
、
19
時
〜
21
時 

【
両
講
座
共
通
事
項
】 

▼
と
こ
ろ
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

▼
募
集
定
員
　
25
人 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

▼
受
講
条
件
　
18
歳
以
上
の
方 

▼
受
け
付
け
期
間 

　
４
月
25
日
（火）
ま
で 

　
　
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係 

　
　
２
階
（
内
線
３
２
４
１
・
３
２

　
　
４
２
） 

     

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

                     

　
　
市
献
血
推
進
協
議
会 

　
　（
市
役
所
社
会
福
祉
課
庶
務
係
） 

　
　
２
階
（
内
線
３
２
２
１
） 

  

　
４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の

養
育
者
に
対
す
る
額
は
、
第
１
子
及

び
第
２
子
に
つ
い
て
倍
増
さ
れ
、
出

生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月
１
万

円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童

手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
及
び
所

得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
現
行

ど
お
り
で
す
。 

             

  

※
４
月
か
ら
３
歳
未
満
の
児
童
手
当

等
の
額
は
一
律
月
額
１
万
円
と
な
り

ま
す
が
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら

は
、
第
１
子
及
び
第
２
子
の
手
当
額

は
５
千
円
と
な
り
ま
す
。 

▼
支
給
手
続
き 

　
今
回
の
改
正
で
、
受
給
者
は
特
段

の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
　
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係 

　
　
２
階
（
内
線
３
２
２
７
） 

申 名 

問 名 風 

問 名 

問 名 

４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た 

第１子・第２子 

第１子・第２子 

第３子以降 

第３子以降 

（改正前）月額  5,000円 

（改正後）月額10,000円 
（倍増） 

月額  5,000円 

月額10,000円 

月額10,000円（現行どおり） 

０歳以上３歳未満の児童の 
養育者に対する児童手当 

３歳以上 
（現行どおり） 

４月９日(月) 10:30～16:00 西條㈱名寄店前 

４月10日(火) 10:30～16:00 市役所名寄庁舎前 

４月11日(水) 10:30～12:30 名寄河川事務所前 

13:30～16:00 名寄信用金庫本店前 

４月12日(木) 10:30～11:30 旭川日産自動車㈱名寄店前 

11:45～12:35 北電㈱名寄電力所前 

13:45～16:00 市立総合病院前 

４月27日(金) 10:30～16:00 市立大学前 

と　き 時　間 と　こ　ろ 

移　動　窓　口 

夜間納税窓口 
（17:15～19:30） 

と　き　４月25日（水） 
ところ　名寄庁舎２階 
　　　　税務課納税係 
 

パスポート移動窓口 
（11:00～14:00） 

ところ　名寄庁舎３階会議室 
と　き　４月11日（水） 
と　き　４月25日（水） 
 

社会保険事務相談窓口 
１日目）13:00～16:30 
２日目）  9:00～11:30 
商工会議所会場 
と　き　４月12日（木） 
　　　　　　13日（金） 
市役所会場（名寄庁舎１階） 
と　き　４月26日（木） 
　　　　　　27日（金） 

 

○ゆずります 

　●スキーウェア 

　●東中女子制服 

　●雛人形 

　●炊飯ジャー（5.5合） 

　●ランニングマシーン 

　●エアバイク 

○ゆずってください 

　●ベビー用品 

　　・おくるみ 

　　・おんぶひも 

　●新生児・ベビー用衣類 

　●中学男子制服上着 

　●ストーブガード 

　●手話辞典 

　●２段ベッド 

名寄消費者協会　01654③5630 
※毎週水曜日は定休日 

暮らしのリサイクル 
（10：00～16：00） 

不用になった家庭用品などを紹介

します。お気軽にお電話ください。 



問 問い合わせ 　申 申し込み  
名　名寄庁舎（　 01654③2111） 
風　風連庁舎（　 01655③2511） 

  
　
平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
万
４
１
０
０
円
で
す
。

一
定
期
間
分
ま
と
め
て
納
め
た
り
、

口
座
振
替
に
し
た
り
す
る
と
割
引
制

度
が
適
用
さ
れ
、
お
得
で
す
。 

　
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
を

申
請
す
る
こ
と
で
、
在
学
期
間
中
の

保
険
料
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

　
今
年
度
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

し
た
の
で
、
市
民
課
年
金
老
人
保
健 

  

係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、
申
請
に
よ
り

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

　
　
市
民
課
年
金
老
人
保
健
係 

　
　
１
階
（
内
線
３
１
１
９
） 

　
　
１
階
（
内
線
１
１
９
） 

 

み
ん
な
の
国
民
年
金 

奨
学
金
並
び
に
修
学
資
金
に
係
る
利
子
補
給
制
度 

ヒ
グ
マ
注
意
特
別
月
間（
春
期
）の
お
知
ら
せ 

  
●
注
意
特
別
月
間 

　
４
月
７
日
〜
５
月
13
日 

　
こ
れ
か
ら
雪
解
け
が
進
み
、
山
菜

取
り
な
ど
で
入
山
す
る
方
が
多
く
な

り
ま
す
。 

　
こ
の
時
期
は
、
ヒ
グ
マ
が
冬
眠
か

ら
目
覚
め
、
空
腹
の
た
め
食
物
を
探

し
山
を
徘
徊
し
ま
す
の
で
、
山
菜
採

り
な
ど
で
入
山
す
る
方
は
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　 
 

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
会 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

　
あ
な
た
の
30
分
を
視
覚
障
害
の
方

の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
？ 

▼
と
き 

　
４
月
27
日
（金） 
10
時
〜
11
時
30
分 

▼
と
こ
ろ
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
点
訳
室 

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
期
限  

４
月
25
日
（水） 

　
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
０
１
６
５
４
③
９
８
６
２ 

　
　
ま
た
は 

　
　
田
原
宅 

　
　
　
０
１
６
５
４
②
４
６
０
２ 

　
　
森
川
宅 

　
　
　
０
１
６
５
４
③
４
４
０
７ 

申 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集 

 

▼
種
目
　
①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補

生
②
歯
科
幹
部
候
補
生
③
薬
剤
幹
部

候
補
生 

▼
応
募
資
格
　
①
22
歳
以
上
26
歳
未

満
（
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
28

歳
未
満
）
②
20
歳
以
上
30
歳
未
満
③

20
歳
以
上
26
歳
未
満 

※
②
・
③
は
専
門
の
大
学
卒
（
卒
業

見
込
み
を
含
む
。
） 

▼
募
集
期
限
　
５
月
11
日
(金) 

▼
試
験
日
　
５
月
19
日
(土)
・
20
日
(日) 

※
20
日
は
①
の
飛
行
要
員
の
み 

　
　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名

　
　
寄
出
張
所
（
西
１
南
９
） 

　
　
　
０
１
６
５
４
②
３
９
２
１ 

※
受
験
の
申
し
込
み
は
、
市
役
所
名

寄
庁
舎
３
階
企
画
課
で
も
対
応
い
た

し
ま
す
。 

  

▼
対
象
者
　
①
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
短
大
、
大
学
、
大
学
院
、

専
修
学
校
・
専
門
課
程
に
進
学
、
在

学
中
の
方
②
親
、
ま
た
は
こ
れ
に
代

わ
る
べ
き
方
が
名
寄
市
民
で
あ
る
こ

と
③
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
有
利
子
奨
学
金
の
貸
付
け
を

受
け
た
方
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
・

民
間
金
融
機
関
の
修
学
資
金
の
貸
し

付
け
を
受
け
た
方
で
、
規
則
で
定
め

る
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
さ
れ
た
方 

※
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
奨
学
生
は
、
無
条
件
で
利
子
補
給

対
象
者
と
な
り
ま
す
。 

▼
算
出
基
準
額 

①
高
等
学
校
在
学
者
　
12
万
円
に
修

業
年
限
を
乗
じ
た
額 

②
高
等
専
門
学
校
在
学
者
　
18
万
円

に
修
業
年
限
を
乗
じ
た
額 

③
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
、
ま
た 

  

は
各
種
学
校
在
学
者
（
修
業
年
限
１

年
以
上
）
36
万
円
に
修
業
年
限
を
乗

じ
た
額 

④
大
学
、
大
学
院
在
学
者
　
48
万
円

に
修
業
年
限
を
乗
じ
た
額
　 

▼
利
子
補
給
金 

　
基
準
額
に
対
し
、 

・
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
奨
学
生
…
基
準
額
に
そ
の
貸
付
利

率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
補
給 

・
国
民
生
活
金
融
公
庫
・
民
間
金
融

機
関
…
規
則
に
定
め
る
選
考
基
準
の

収
入
判
定
額
に
よ
り
補
給 

※
利
子
補
給
申
請
の
受
け
付
け
は
、

平
成
19
年
６
月
末
日
、
ま
た
は
10
月

末
日
の
２
回
と
し
ま
す
。 

　
・
　
　
教
育
委
員
会 

　
　
　
　
学
校
教
育
課
総
務
係 

　
　
３
階
（
内
線
３
３
７
９
） 

申 

問 

名 

申 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ 

 

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
70
歳
未

満
の
方
が
入
院
し
た
と
き
、
自
己
負

担
分
（
医
療
費
の
３
割
ま
た
は
２
割
）

を
全
額
負
担
し
、
後
日
申
請
に
よ
り

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
は
入
院
時
に
窓

口
で
支
払
う
金
額
が
、
自
己
負
担
限

度
額
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
適
用
を
受
け
る
に
は
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
院
す
る
前
に

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
保
険
税
の
納
付
状
況
に

よ
っ
て
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

民
課
国
保
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

●
国
保
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
・

や
め
る
と
き
は
、
事
実
が
発
生
し
た

日
か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
14
日
を
過
ぎ
て
か
ら

届
け
出
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ

た
医
療
費
（
10
割
分
）
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
保
険
給
付
分
（
７
割
分
な

ど
）
の
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

　
　
市
民
課
国
保
係 

　
　
１
階
（
内
線
３
１
１
４
・
３
１

　
　
１
５
） 

　
　
１
階
（
内
線
１
２
０
） 

 

問 名 風 

問 名 風 

広報なよろ第13号　22



ご
寄
付 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 
 

▼
地
域
振
興
・
消
防
活
動
の
た
め
に 

　
○
山
田
和
子
さ
ん 

  

　
市
内
で
は
建
築
シ
ー
ズ
ン
の
時
期

と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
建
築
物
な

ど
を
建
築
す
る
場
合
は
工
事
を
着
手

す
る
前
に
建
築
確
認
申
請
書
を
提
出

し
て
、
法
令
の
規
定
に
適
合
す
る
か

ど
う
か
、
建
築
主
事
の
確
認
を
受
け

な
け
れ
ば
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。 

　
最
近
、
無
届
け
に
よ
る
建
築
行
為

で
処
罰
の
対
象
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注

意
願
い
ま
す
。
申
請
書
作
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
工
務
店
や
販
売
店
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

①
床
面
積
が
10
㎡
を
超
え
る
建
築
物

（
市
販
の
物
置
、
車
庫
、
ガ
レ
ー
ジ

な
ど
も
す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

た
だ
し
、
準
防
火
地
域
内
は
面
積
に

関
わ
ら
ず
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

②
高
さ
が
４
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
屋

外
広
告
物
な
ど
の
工
作
物
。 

  

　
最
近
、
ス
チ
ー
ル
製
の
車
庫
な
ど

は
、
確
認
申
請
の
手
続
き
が
不
要
と

称
し
て
販
売
す
る
悪
質
な
業
者
が
い

ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

 

●
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
届
出

な
ど
に
つ
い
て 

　
建
築
物
な
ど
を
解
体
す
る
場
合
、

80
㎡
以
上
を
対
象
に
事
前
（
工
事
着

手
日
の
７
日
前
ま
で
）
の
届
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
分
別

解
体
や
解
体
材
の
再
資
源
化
な
ど
も

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
無
届
け

の
解
体
や
ミ
ン
チ
解
体
は
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
願

い
ま
す
。 

　
　
建
築
課
建
築
指
導
係 

　
　
２
階
（
内
線
２
２
６
） 

23　平成19年４月号 

無料相談窓口 
市民相談室 

ところ　名寄市民会館１階（大通北１） 

申込・問　�01654③2111（内線3616） 
 

市民相談　9:00～16:00 

　と　き　月～金曜日 

無料法律相談　11:00～ 

　と　き　４月15日（日） 

　　　　　５月６日（日） 

　※事前予約が必要です 

行政相談　13:00～16:00 

　と　き　４月12日（木） 

　　　　　５月10日（木） 

結婚相談 

　と　き　第１金曜日 17:30～19:00 

　　　　　その他の金曜日 13:00～15:00 

                               

消費者相談　9:00～16:00 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　市民会館２階 

　　　　　　消費者センター 

　　　　　　 01654②3575 

労働相談　8:45～17:15 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　名寄庁舎３階 

　　　　　産業振興課労働相談所 

　　　　　　 01654③2111 

人権相談　8:30～16:30 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　旭川地方法務局名寄支局 

　　　　　　 01654②2349 

心配ごと相談（24時間） 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　総合福祉センター 

　　　　　　 01654②3968 

精神障害者生活相談 

（酒害相談も）13:00～15:00 

　と　き　毎月第３木曜日 

　ところ　総合福祉センター 

　　　　　　 01654②3968 

教育相談ハートダイヤル 

　9:00～17:00 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　女性児童センター 

　　　　　　 01654③1000 

年金無料相談　13:30～15:00 

　と　き　４月18日（水） 

　ところ　風連庁舎１階相談室 

　※年金相談・資格確認については 

　無料ですが、各種申請の手続きは

　有料となります。　 

違
反
建
築
物
な
ど
の
防
止
に
つ
い
て 

  
　
縦
覧
は
納
税
者
が
他
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か

ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
制
度
で
あ
り
、
ま
た
、
納
税

義
務
者
本
人
は
課
税
台
帳
の
閲
覧
も

可
能
で
す
。
縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
事

項
は
所
在
、
地
目
、
地
積
、
家
屋
床

面
積
、
価
格
な
ど
で
す
。 

▼
縦
覧
・
閲
覧
場
所
　
市
役
所
名
寄

庁
舎
２
階
税
務
課
資
産
税
係
、
市
役

所
風
連
庁
舎
１
階
税
務
課 

  

▼
縦
覧
で
き
る
方
　
名
寄
市
内
に
免

税
点
以
上
の
土
地
、
家
屋
を
所
有
す

る
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
に
限

り
ま
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
免
許
証
・
納
税
通
知
書
な
ど
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

▼
縦
覧
期
間
　
４
月
２
日
(月)
〜
５
月

31
日
(木)
９
時
〜
17
時 

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。 

　
　
税
務
課
資
産
税
係 

　
　
２
階
（
内
線
３
２
０
４
・
３
２

　
　
０
５
） 

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
が
始
ま
り
ま
す 

  

　
市
の
都
市
計
画
税
課
税
区
域
が
決

ま
り
、
従
来
の
都
市
計
画
課
税
区
域

に
加
え
、
風
連
地
区
及
び
名
寄
地
区

の
一
部
は
、
新
た
に
都
市
計
画
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
固
定
資
産
税
の
縦
覧
に
合
わ
せ
て 

  

新
し
く
課
税
区
域
に
な
っ
た
地
区
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

●
風
連
地
区 

●
名
寄
地
区
の
大
橋
、
徳
田
、
豊
栄

地
区
の
都
市
計
画
事
業
整
備
済
区
域 

都
市
計
画
税
課
税
区
域
の
縦
覧（
風
連
地
区
・
名
寄
地
区
の
一
部
） 

問 名 

問 風 

新入学期の交通安全運動 

4月5日（木）～14日（土） 4月5日（木）～14日（土） 



 

広
報
誌
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
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平成19年４月１日発行　第13号 

平成19年２月末日現在　※（　）は前月末比 
人　口31,404人（－58）男15,238人（－7）女16,166人（－51） 
世帯数14,519世帯（－40）　外国人登録者54人（±0） 

のうごき のうごき 表紙の写真 

　今年の冬は雪が少なかった
とはいえ、まだまだ白一色の
世界。 
　市内瑞生にある小川農場（小
川和則代表）のビニールハウ
スでは、トマトの苗がすくす
くと育っています。 
　７棟あるビニールハウスは、すでに春を迎えたような
気温で、トマトの苗の鉢上げ作業に追われていました。
隣の棟では早取りのグリーンアスパラガスが小さな芽
をふくらませています。（３月17日撮影） 

白銀の中の“春” 

北�…北国博物館　文�…市民文化センター　ス�…スポーツセンター　福　…風連福祉センター

卯月 

�� ��
・各小中学校始業式、 
　入学式 
・運転免許更新時講習会 
　優良18:00 
　初回19:00 文 

・運転免許更新時講習会 
　優良13:00 
　一般14:00 文 

・運転免許更新時講習会 
　優良13:00 福 

・運転免許更新時講習会 
　違反14:00 
　一般17:30 文 

�� �

���� ���� ��� 	

���� �	�� ���� ��

���� ���� ���� ��

�	 ��

・道知事・道議会議員 
　選挙投票日 
・藤花杯コート開きバ 
　レーボール大会 
　9:00

・新着資料展 
　（８日まで） 

・風連児童会館・市立 
　名寄図書館風連分館 
　リニューアルオープ 
　ン 

・市議会議会議員選挙 
　投票日 
・柔道昇段審査会 
　9:00 
 

北 

ス 

ス 
ス 

ス 

・早朝診療※予約制 
　7:00 
　風連国保診療所 

・名寄地区コート開きバ 
　スケットボール大会 
　9:00 
　【15日まで】 

・春季名寄地区高等学 
　校バドミントン選手 
　権大会 
　9:00 
　【22日まで】 

・ミカサ杯道北高校バ 
　レーボール大会 
　9:00

・岡崎杯市民卓球大会 
　9:00

ス 

・市スポーツセンター 
　休館日 
・広報「なよろ」５月号 
　配布予定日 

・市議会議員選挙公報 
　配布予定日 

ス 

日 月 火 水 木 金 土 

����� �����	���
市民カレンダー 

振替休日 振替休日 昭和の日 昭和の日 

風連中央小学校卒業式にて 風連中央小学校卒業式にて 

　 

４月の太陽・月の暦 

日 
  1日 
10日 
20日 
30日 

日の出 
 5時11分 
 4時55分 
 4時38分 
 4時22分 

日の入 
17時58分 
18時  9分 
18時21分 
18時34分 

月の出 
16時34分 
 0時56分 
 5時48分 
16時31分 

月の入 
  4時32分 
  9時  4分 
22時23分 
  3時11分 

日 
  3日 
11日 
17日 
22日 

月の形 
〇満月 
○下弦 
●新月 
○上弦 

市からのお知らせ、イベント情報などを紹介しています。
放送＝毎週月～金曜日　�8:10から�２11:10から�３17:10から

で「名寄市からのお知らせ」を放送中 

１ ２ ３ 




